
　

下
田
市
の
目
指
す
将
来
の
都
市

構
造
は
、
各
地
域
の
特
性
を
踏
ま

え
た
土
地
利
用
を
進
め
る
た
め
、

人
々
が
集
い
、
活
動
す
る
場
所
の

中
心
と
な
る
都
市
拠
点
と
し
て
、

下
田
中
心
市
街
地
、
武
ガ
浜
臨
海

部
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

核
と
な
る
集
落
を
地
域
拠
点
、

自
然
環
境
が
豊
か
な
地
域
を
特
出

す
べ
き
自
然
環
境
拠
点
と
し
て
、

位
置
づ
け
、
各
拠
点
の
個
性
を
引

き
出
す
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
を

は
じ
め
と
す
る
道
路
網
や
海
上
交

通
の
機
能
を
充
実
す
る
こ
と
に
よ

り
、
拠
点
間
、
拠
点
と
自
然
環
境
・

農
業
地
、
拠
点
と
他
都
市
と
の
有

機
的
な
結
び
つ
き
を
強
め
、
下
田

市
の
持
つ
特
徴
を
最
大
限
に
生
か

し
た
多
極
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
形
成
し
ま
す
。

〈
土
地
利
用
ゾ
ー
ン
〉

　

市
内
各
地
域
の
特
性
を
踏
ま
え
、

７
つ
の
ゾ
ー
ン
に
区
分
し
ま
す
。

①
中
心
市
街
地

　

市
民
文
化
会
館
周
辺
、
伊
豆
急

　

下
田
駅
周
辺
、
武
ガ
浜

②
周
辺
市
街
地

　

蓮
台
寺
、
柿
崎
、
六
丁
目
周
辺

　

の
市
街
地

③
集
落
居
住
地

・
大
規
模
集
落

　

吉
佐
美
、
白
浜
、
大
賀
茂
、
箕

　

作
周
辺
の
比
較
的
大
規
模
な
集
落

・
主
な
集
落
地

　

外
浦
、
須
崎
、
田
牛
、
大
沢
、

　

須
原
、
加
増
野

④
農
業
地

・
集
団
的
農
地

　

稲
梓
地
区
及
び
朝
日
地
区

・
緩
斜
面
や
丘
陵
地
の
果
樹
園

⑤
海
岸
線
・
背
後
緑
地

　

富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
を
中

　

心
と
す
る
海
岸
線
と
背
後
の
緑

⑥
市
街
地
を
囲
む
緑
地

　

寝
姿
山
、
双
乳
山
、
下
田
富
士

　

等
の
市
街
地
周
辺
の
緑
（
風
致

　

的
緑
地
）

⑦
森
林
・
丘
陵
地

　

稲
梓
、
稲
生
沢
、
白
浜
地
区
の

　

一
帯
に
広
が
る
森
林
や
須
崎
、

　

田
牛
地
区
等
に
広
が
る
丘
陵
地

　
①
市
街
地

・
中
心
市
街
地

　

住
宅
と
商
業
が
共
存
す
る
中
心

　

市
街
地
と
し
て
、
都
市
機
能
の

　

充
実
を
図
る
。

・
中
心
市
街
地
周
辺
部

　

都
市
基
盤
の
整
備
状
況
に
合
わ

　

せ
、
商
業
地
等
を
形
成
す
る
と

　

と
も
に
、
良
好
な
住
環
境
を
創

　

出
す
る
。

②
沿
岸
部

・
海
岸

　

富
士
箱
根
伊
豆
国
立
公
園
を
中

　

心
と
す
る
海
岸
線
の
景
観
を
保

　

全
す
る
と
と
も
に
、
砂
浜
当
に

　

つ
い
て
は
、
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し

　

む
た
め
の
環
境
整
備
を
進
め
る
。

・
下
田
港
周
辺

　

自
然
環
境
と
都
市
、
港
湾
が
調

　

和
す
る
場
所
と
し
て
交
流
機
能

　

を
充
実
す
る
。

・
大
規
模
集
落

　

（
白
浜
地
区
、
吉
佐
美
地
区
）

　

美
し
い
海
が
あ
る
地
域
の
生
活

　

拠
点
と
し
て
の
機
能
充
実
を
図
る
。

・
既
存
集
落
地
・
住
宅
団
地

　

（
外
浦
、
須
崎
、
田
牛
）

　

周
辺
環
境
と
の
調
和
を
踏
ま
え
、

　

住
環
境
の
維
持
・
向
上
を
図
る
。

③
山
間
部

・
森
林

　

森
林
の
持
つ
諸
機
能
の
維
持
向

　

上
を
目
指
し
、
良
好
な
森
林
を

　

保
全
す
る
と
と
も
に
、
適
正
な

　

管
理
・
活
用
に
よ
る
森
林
環
境

　

の
創
出
を
図
る
。

・
河
川

　

市
民
や
来
訪
者
が
憩
え
る
、
河

　

川
景
観
や
水
辺
空
間
を
創
出
す
る
。

・
農
地

　

一
団
性
の
あ
る
農
地
に
つ
い
て

　

は
、優
良
農
地
と
し
て
保
全
す
る
。

・
大
規
模
集
落

（
大
賀
茂
地
区
、
箕
作
地
区
）

　

美
し
い
里
山
が
あ
る
地
域
の
生

　

活
拠
点
と
し
て
の
機
能
充
実
を

　

図
る
。

・
既
存
集
落
地
・
住
宅
団
地

（
大
沢
、
落
合
、
北
湯
ヶ
野
、
横

○
歴
史
や
文
化
を
肌
で
感
じ
、
歩

　

き
た
く
な
る
、
住
み
た
く
な
る

　

中
心
市
街
地
に
し
よ
う

・
歴
史
の
系
譜
が
わ
か
る
街
並
み

　

の
形
成
や
人
に
優
し
い
環
境
づ

　

く
り
を
す
る
。

・
碁
盤
の
目
状
で
矢
折
れ
の
道
路

　

網
を
活
か
し
、
歩
行
者
に
や
さ

　

し
い
道
に
す
る
。

・
市
街
地
の
外
周
の
交
通
環
境
を

　

改
善
し
、
観
光
交
通
の
流
入
を

　

抑
制
す
る
。

・
歴
史
や
自
然
と
ふ
れ
あ
い
、
歩

　

い
て
楽
し
い
空
間
を
創
出
す
る
。

・
公
共
・
公
益
の
施
設
・
用
地
を

　

賑
わ
い
や
憩
い
の
拠
点
と
し
て

　

活
用
す
る
。

○
各
種
機
能
を
配
置
し
て
住
民
や

　

来
訪
者
が
満
足
す
る
ま
ち
を
つ

　

く
ろ
う

○
下
田
港
周
辺
の
資
源
を
活
か
し
、

　

に
ぎ
わ
い
を
生
む
ま
ち
を
つ
く

　

ろ
う

　

次
回
は
、
各
地
区
の
地
域
別
構

想
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
下
田

市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
概

要
版
を
閲
覧
可
能
で
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
28
年
３
月
に

「
下
田
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
の
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
号
で
は
、
「
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
？
」、「
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
改
訂
の
目
的
は
？
」、

「
都
市
づ
く
り
に
向
け
た
基
本
的

な
考
え
方
」
に
つ
い
て
お
伝
え
し

ま
し
た
。
今
回
は
、
引
き
続
き
改

訂
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

目
指
す
都
市
の
将
来
の
姿

・
地
域
で
相
互
に
助
け
合
え
る
よ

　

う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
充
実
す
る
。

・
災
害
復
興
に
向
け
た
事
前
災
害

　

復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
策
定

　

す
る
。

・
復
旧
・
復
興
事
業
を
推
進
す
る
。

・
市
全
体
の
防
災
性
を
高
め
る
。

○
下
田
な
ら
で
は
の
豊
か
で
美
し

　

い
自
然
環
境
を
大
切
に
し
よ
う

・
豊
か
な
自
然
景
観
を
後
世
に
残
す
。

・
景
観
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

　

空
間
を
つ
く
る
。

○
地
域
資
源
に
配
慮
し
た

　
　
　
　

ま
ち
な
み
を
つ
く
ろ
う

・
地
域
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る
景
観

　

を
景
観
計
画
に
即
し
て
つ
く
る
。

・
も
て
な
し
を
感
じ
る
景
観
を
演

　

出
す
る
。

・
自
然
と
調
和
し
た
景
観
を
つ
く
る
。

・
歴
史
を
感
じ
る
景
観
を
つ
く
る
。

・
祭
り
を
守
る
。

○
計
画
策
定
・
規
制
誘
導

・
協
働
に
よ
り
計
画
策
定
を
行
う
。

・
市
民
・
事
業
者
一
体
と
な
っ
て
、

　

規
制
誘
導
を
行
う
。

○
事
業
実
施

・
協
働
に
よ
り
事
業
に
取
り
組
む
。

・
民
間
活
力
の
導
入
に
よ
り
下
田

　

市
の
活
力
向
上
を
行
う
。

○
維
持
管
理
・
活
用

・
適
切
な
維
持
管
理
を
行
う
と
と

　

も
に
、
積
極
的
に
活
用
を
行
う
。

○
心
意
気

・
下
田
に
関
わ
る
人
・
下
田
に
あ

　

る
物
を
大
切
に
す
る
。

川
、
加
増
野
、
須
原
）

　

周
辺
環
境
（
農
地
等
）
と
の
調

　

和
を
踏
ま
え
、
住
環
境
の
維
持

　

・
向
上
を
図
る
。

④
イ
ン
タ
ー
周
辺

・
保
全
活
用
エ
リ
ア

　

伊
豆
縦
貫
自
動
車
道
の
イ
ン
タ

　

ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
は
、
地
域
の

　

状
況
を
踏
ま
え
て
、
利
便
性
を

　

活
用
し
た
土
地
利
用
や
環
境
の

　

保
全
を
図
る
。

・
交
通
を
円
滑
に
処
理
す
る
道
路

　

網
を
整
え
よ
う
。

・
自
家
用
車
だ
け
に
頼
ら
な
い
交

　

通
体
系
を
つ
く
ろ
う
。

・
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
生
活
道

　

路
に
し
よ
う
。

・
歩
い
て
乗
っ
て
周
遊
で
き
る
ネ

　

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
よ
う
。

○
災
害
に
負
け
な
い

　
　
　
　
　
　

ま
ち
を
つ
く
ろ
う

・
都
市
整
備
等
に
よ
る
災
害
に
負

　

け
な
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

・
減
災
対
策
を
推
進
し
、
市
民
生

　

活
の
安
全
性
を
高
め
る
。

・
建
物
が
密
集
し
た
市
街
地
内
の

　

防
災
機
能
を
強
化
す
る
。

・
市
民
の
協
力
に
よ
る
防
災
体
制

　

を
強
化
す
る
。

・
復
興
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
を
想

　

定
す
る
。

○
災
害
で
一
人
も
犠
牲
者
を

　
　

出
さ
な
い
ま
ち
を
つ
く
ろ
う

・
震
災
時
の
津
波
警
報
に
対
応
し

　

た
避
難
方
向
を
確
保
す
る
。

・
早
期
に
避
難
が
で
き
る
よ
う
、

　

警
報
等
の
的
確
な
発
信
を
行
う
。

・
来
訪
者
も
安
心
し
て
避
難
で
き

　

る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
む
。

○
災
害
に
遭
っ
て
も
、
す
ぐ
に
復

　

旧
・
復
興
に
取
り
組
め
る
体
制

　

を
つ
く
ろ
う

・
災
害
復
旧
の
た
め
の
道
路
を
確

　

保
す
る
。

・
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
・
復
興
に
迅

　

速
に
取
り
組
む
。

・
日
常
生
活
が
で
き
る
生
活
環
境

　

を
確
保
す
る
。

土
地
の
使
い
方
に
関
す
る
方
針

【
土
地
利
用
の
方
針
】

分
野
別
都
市
づ
く
り
の
方
針

「
道
路
や
公
共
交
通
機
関
」に
関
す

る
方
針
【
交
通
体
系
の
方
針
】

「
災
害
へ
の
備
え
・
災
害
に
負
け

な
い
ま
ち
づ
く
り
」
に
関
す
る
方

針
【
都
市
防
災
・
復
興
の
方
針
】

「
街
の
眺
め
づ
く
り
」
に
関
す
る

方
針
【
自
然
・
歴
史
・
文
化
を
感

じ
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
】

「
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
連
携
、

協
力
」
に
関
す
る
方
針
【
市
民
・

事
業
者
・
行
政　

協
働
の
方
針
】蓮台寺の枝垂れ桃

須崎港の風景

中島橋交差点

「
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
連
携
、

協
力
」
に
関
す
る
方
針
【
市
民
・

事
業
者
・
行
政　

協
働
の
方
針
】

問合せ先　建設課都市住宅係　☎㉒２２１９
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